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前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

３０/３６　　 　　　８３．３３%　　　　３５/３６　　 　　９７．２２%

２２/３１　　 　　　７０．９７%　　　　　　　　  　　　　　３７名

委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

臨時理事役員会報告

国際奉仕委員会

今日の料理

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

三

１０月2６日　　宮澤正昭君

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

いろいろな問題を起こしています。少し前にはタカタ、東芝、

そして最近は神戸製鋼。どの企業の問題もまだまだ解決

には至っておりません。かつて法人としての新幹線利用が

一番多いと言われた神戸製鋼のデータ改ざんによる影響

は計り知れないものになるかもしれません。自動車、鉄道

車両、航空機などに使われており、納入先は500社にも上

ると言われております。データ改ざんされた製品は全売り

上げの4％程度と言われていますが、どうした日本の製造業、

という思いです。車の話もそうですが、中国は率先してEV

に走り出していますし、フォルクスワーゲンは全車種でEV

化をすると伝えられました。iPhoneでおなじみのアップルは、

日本国内で自社がかかわる活動の範囲内にとどまらず、

サプライヤーや委託製造先まですべて再生可能エネルギ

ーで賄うということを発表しました。大阪の第二電力と提携

して約300のビルの屋上に太陽光パネルを設置するそうで

す。ビルのオーナーは賃貸料が入る、アップルは再生可

能エネルギーを作り出す場所を確保できる、といったWin

－Winの関係が築ける、としています。私ども会社にもアッ

プルのパソコンMacが5台くらいあります。30年近く前には日

本の販売チャネルはキヤノンでした。数年で販売はおろか

メンテナンスも何もしてくれないところになってしまいました。

それ以来、私はMac・アップルは信用できない会社と思っ

ていました。実際Macのパソコン自体を買う人は我々のよう

な広告会社かよっぽどのアップル信者だけではないかと思

います。iPad、iPhoneが爆発的に売れ、世界でも最大ブ

ランドの一つになっています。そういった企業が再生可能

エネルギー100％利用を目指す、などと発表されると半ば「さ

すが」といった感じになってしまいます。現に、カリフォルニ

アに拠点を置くテクノロジー企業の多くは環境問題に非常

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事報告

ゴルフ同好会

吉沢和久君（川崎西ＲＣ）

深沢友晴さん・石井　亨さん

（青年会議所）

会員誕生日

入会記念日

幹事　宮澤正昭君

①ポリオ撲滅街頭募金活動の日時が決まりました。

　日時　H29年10月21日（土）

　　　　　13時～15時（2時間）

　場所　イトーヨーカ堂　三島店

　参加は3クラブ合同+インターアクト

　ご協力を宜しくお願い致します。

７月２９日　　田中錦城君入会記念日

会員誕生日

 すっきりしない天気が続いて

おります。昨日は雨で今期2回

目の同好会ゴルフコンペが順

延となりました。期待されてい

た方には残念なことだったと思

います。今週末から来週初め

にかけても台風の影響が残り

そうです。

 このところ、日本の製造業が

に敏感になっていると聞きます。

 さて、私にとって興味のある話ばかりしましたが、今日10

月20日はどんな日か。リサイクルの日だそうです。リデュー

ス・リユース・リサイクル、ひとまわり（10）ふたまわり（20）の

語呂合わせから決まりました。

また。新聞広告の日でもあるようです。

明日は日清プラザ北側広場で「世界ポリオデープロジェ

クト」の広報活動を行います。天気が心配されますが皆さ

んの参加をお待ちしております。



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

委員会報告
親睦委員会

ビジター 窪田　明君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

夏の家族例会　"蕎麦打ち体験会" 

日時：平成29年9月10日（日）　９：４５集合

場所：長泉町南部地区センター

　　　　（長泉町竹原２１１－３０）

会費：会員2000円（その他の参加者は無料）

持物：スリッパ　手拭い　タオル等

※車でお越しの方はセンター南側の第２駐車場をご利用く

ださい。

開催日　平成29年10月6日金曜日　　呉竹

（出席義務者）理事（10名）山口辰哉・石井司人・中山和雄・

小島真・田中錦城・原兄多・遠藤修弘（欠）・矢岸貞夫・

米山晴敏・宮澤正昭

役員（3名）岡良森・山田定男・仲原実圭

司会者　宮澤正昭　書記議事録署名人　岡良森

議題

1 プログラム変更について・・・山田プログラム委員長（2）

　特になし

2　ポリオ撲滅街頭募金活動参加協力について・・・幹事（3）

　日時　10月21日　13～15時

　場所　イトーヨーカ堂三島店

　三島ＲＣ・三島西ＲＣ・せせらぎ三島ＲＣ・インターアクト

　クラブ

 次回例会にて参加を呼び掛ける。また、参加者はメイク

　対象とする。

3　11月12日2620地区大会について・・・幹事（3）

　三島西ＲＣとバスは一緒

　予算1人15,000円×10名＝150,000円＋バス代で協議　

　願い

　出席者発表

　山口辰哉・宮澤正昭・石井司人・岡良森・原兄多・遠藤

　修弘・矢岸貞夫・中本豊晃・大村典央・渡辺裕介　

　以上10名

 上記は出席義務者であるが矢岸君は、代わりに大庭君　

　に依頼済み。尚、帰ってからの打ち上げは、当日の焼　

　津さかなセンター

4　その他　特になし

第４回理事役員会報告

幹事　石井司人君幹事挨拶

　社会奉仕団体に加入して32年が経ちます。今年度、幹

事の大役を務めさせていただきます。

　なにせ、事業系の仕事が多く、総務系の仕事の経験が

なく、太田会長にはご迷惑をかけることもあろうかと思いま

すが、一年間無事に走り抜けられれば良いかなと考えてお

ります。

　「ロータリーの楽しさは例会の楽しさ」と、ガバナーが力強

く申されておりました。私としても楽しい例会になるように「

会長」とともに演出させていただきたいと、メンバー皆様の

協力のもと、よろしくお願い申し上げます。

卓話
東日本大震災復興支援委員会

米山　晴敏君

東日本大震災復興支援委員会（10月20日例会欠席の人

必見）

　平成23年から始まった当クラブの東日本大震災復興支

援事業の経過や内容を、震災後に入会した13名のメンバ

ーに説明したいと思います。前から居るメンバーは机上の

写真を見ながら思い出してください。マスコミに騒がれた『津

波がきます、海から離れて高台に逃げてください』と死ぬ

までマイクで住民に呼びかけていた女性職員のいた、南

三陸町に当クラブは最初支援をすることになりました。ク

ラブの会員と関係者が震災発生から1週間で支援物資を

山田会員の倉庫に持ち寄り、内田会員の大型バスの椅

子を外し、荷物を載せ、せせらぎ三島ＲＣ支援物資と書

いた横断幕を張り、震災から15日後の3月26日に三島を

出発しました。なぜバスかというと東京から被災地に行く

学生ボランティアを乗せるためです。その若い女の子に

聞きました、1週間、風呂無し、寝袋で大丈夫ですか？と

聞くと、笑顔で『アルコールティッシュと簡易トイレで大丈夫、

同じ日本人だから、力になりたい！』そんな話をしながら

東北に入りました。東北には、支援物資の横断幕のお陰

で入いる事が出来ました。高速道路は地震の影響ででぼ

こぼこでした。途中のコンビニを覗くと電気はついているが、

棚には何も無い。ガソリンスタンドには長蛇の給油の列、

高速を降りて、途中まで行ましたが、海側には入れない事

がわかり、現地の小さな車に荷物を預けました。此の活動

が長泉町に知れることになり、長泉町から当クラブに南三

陸町とのコンタクトして欲しいと要請があり協力することに

なりました、結果町民から256万と町から2000万計2256万

のお金と、南三陸町から要請のあった粉ミルク・おむつ・米、

野菜、ナプキン、など食物と生活必需品トラック2台分と

当クラブ4名、役場職員5名で南三陸町避難体育館に4月

18日に届けました。小雪の降る寒い中、モクモクと物資を

下ろし、頑張っている姿には感動しました。自分は腰痛の

為に監督でしたが、中でも2名は体中から湯気が出ていま

した、１人は町の池田部長、今の町長ともう一人は当クラ

ブの小林さんの息子さんです。我々は現地に必要なもの

を聞いて揃え持っていましたが、此の時点で必要で無い

支援物資もありました。どんどん運ばれてくる物資を仕分

けして地区に配送するのですが、仕分け出来ない物資が

本当に邪魔でした。

　翌新年度、渡邊会長、山田幹事が東北震災復興支援

こそがロ－タリアンのやるべき事と決断し、さっそく兼子パ

スト会長を委員長として東日本大震災復興支援委員会

を発足させました。

　当時の議事録を読みますと、

24年4月15日と16日に第一回東日本大震災復興支援を

渡邊会長、兼子委員長、山田幹事と会員が大槌町に行

き大槌ＲＣの道又会長や会員と役場佐々木課長から状況、

要望を聞きました。『目の前で町が無くなり、多くの町民が

亡くなり又まだ多くの行方不明者がおり、庁舎でも40名の

職員が犠牲になり、学校も図書館も全て無くなりました、

委員長　山本良一君クラブ奉仕委員会

　ＳＡＡはじめ７つの委員会の優秀な委員長、委員が今年

度の当クラブ運営に活躍していただき、太田会長の目標

であります「青少年育成事業」をさらに追求し、充実した活

動のい年になるよう、また、ＲＩ会長テーマ「奉仕を通じて

平和を」、地区方針「クラブは自ら活性し、お互いのつなが

りを実感しながらロータリーを進展させよう」をよく理解し、

委員会活動を進めて行きます。

　広報委員会の役割は、クラブの活動や奉仕活動を一

般の方々に知っていただくことです。その手段として、新

聞やテレビといったマス媒体を利用したいと思います。結

果として会員増強につながればよいと思います。

　週報、ＨＰについては予算内で充実を図っていきたいと

思います。

委員長　米山晴敏君広報委員会

中村　徹君：今日、認知症の検査を受けて来ました。軽

度の認知機能低下と診断され、加齢には逆らえないと痛

感しました。

石井司人君：2泊3日で心臓の定期検査で静岡医療セン

ターに入りました。兼子さんが入院中なので一緒に３Ｆ、５

Ｆの病室でしたが、退屈しのぎに二人でおしゃべりをして

いました。兼子さんは元気でした。

仲原実圭君：先日のゴルフは雨と寒さのため中止となり残

念でした。次回は１２／２２（金）を予定しています。夜はク

リスマス家族会です。

スマイルボックス

「　奉仕・親睦　自分たちにできること　」

幹事挨拶
幹事　宮澤正昭君

　山口会長の下、各委員長や会員の皆様に、ご協力を

いただきながら、例会及び行事を執り行う様、努めたい

と思っていますのでよろしくお願いします。

委員長　石井和郎君プログラム委員会

　今年度はIM開催にあたり、プログラム変更の可能性が

生じて来ます。各種報告、卓話等、日時の変更がありま

したら早めにご連絡ください。

　皆様方のご協力をお願いいたします。

今日の料理

子供たちには本が必要』と大槌関係者に言われ、この声

をクラブに持ち帰りクラブフォーラムで了解された後、会

員に本の寄付を募り、大槌町に送りました。図書購入基金

30万は渡邊会長、兼子委員長の意見で地元復興のため

に地元の本屋さんで購入して貰うように大槌ＲＣに委託し、

寄贈した。

　この年、第二回東日本大震災復興支援を9月12日13日

に渡邊、兼子、太田パスト会長、山田幹事他6名が2620地

区の地区補助金30万円を持って行った、被災した大槌Ｒ

Ｃも久しぶりの例会を開催し、友好を誓い合った。大槌ＲＣ

会長から『会員や会員の家族が亡くなったが、全国のＲＣ

の友情を受けるためにも我々が頑張って大槌ＲＣを存続

させる』との言葉に会員は感動しました、その後、蓬莱島

近くの海で両クラブは被災者に献花しました。

　25年度は3月と10月に2回。25年の2回目の時に、教育会

館の図書室、外には移動図書車、どちらにも全国からの

本で一杯になりました。説明を聞きながら、もう、本はいい

かな？と思っていました。そんな心を見透かされたように

教育長から『震災から日がたつと来町者が少なくりました、

最初は捌き切れない位の多くの人が来ました、今はほん

の一握りの人になりました。せせらぎ三島ＲＣさんは毎年来

てくれて、本当にありがたい。』と言われました。その時に佐々

木氏に次年度の当クラブ25周年の講演依頼をし、翌年4

月に震災実体験の『"逆行に立ち向かう"』の演目で25周

年講演をして貰いました。

　26年度27年度も大槌町に行き復興を見てきました。28

年度は日程が合わず、時間を言わずに突然行ったのです

が会議中にもかかわらず、"せせらぎＲＣ"と言うと会議を中

断して面談して貰い、教育長から丁重なお礼を言われま

した。毎年大槌町の教育関係の資料を送ってくれます。

　今年の東日本大震災復興支援委員会の活動は会長、

幹事と相談の上、理事会で承認を貰いましたので、募金

箱を会員関係の各事業者に設置して頂き2月末日を目安

に回収し、募金箱と会員の集合写真を添付して大槌町に

送りたいと思います。ご協力をお願いします。（募金箱は例

会場受付にあります。例年の震災復興のスマイルはありま

せんので小銭を募金箱にお願いします。）


